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＜概要＞

＊1 第１当事者：最初に交通事故に関与した事故当事者のうち最も過失の重い者

＊2 横断違反：横断歩道以外、斜め横断、駐停車車両の直前後、走行車両の直前後、横断禁止場所

＜当社の視点＞

図表１.状態別死者数比率 (　)は死者数

図表２.歩行中の65歳以上/未満の死者数比率

(　)は死者数

図表４.65歳以上/未満の歩行中事故(第1･第2当事者)の法令違反別死者数

人

出典： 警察庁「交通事故統計」、総務省「人口推計」（令和元年10月１日現在）

お問合せ：㈱ 現代文化研究所 市場戦略情報第一領域（担当 原田） senryaku1-ml@gendai.co.jp　

・2020年の交通事故死者で最も多いのは、「歩行中」で35％。(図表１)
・「歩行中」交通事故死者の74％は、65歳以上(全人口比28%)。(図表２)

・65歳以上の歩行中事故(第１･第２当事者
＊１

)の法令違反による死者数は416人。(図表３)
・65歳以上の歩行中事故(第１･第２当事者)で、死者数が最も多い法令違反事例は「横断

　違反
＊２

」で212人。(図表４)

交通事故は、車両を運転する側のみならず、歩行者の側にも過失責任が求められる場合があ
る。特に高齢者の場合、体力的な衰えもあってか危険性を認識しながらも、横断歩道ではな
い手近な場所を不用意に歩行してしまい、事故にあう事例も確認されている。
家族や周囲の人の注意喚起とともに、高齢化が進むにつれ、高齢者が違反できないような道
路構造の整備も重要になってくる。

図表３.65歳以上/未満の歩行中事故(第1･第2
　　　 当事者)の法令違反による死者数

モビリティ情報モニタリング

【テーマ/注目情報】

65歳以上の歩行中における交通事故

我が国の省庁等、政府系機関からは日々多種多様な情報が発信されます。（株）現代文化研究所はその中から
広くモビリティに関する注目情報を所定期間にわたりピックアップ、テーマを設定した上で、その切り口から
関連情報を整理し、お伝えします。

№29　2021年3月22日

35% 31% 19% 15% 0%

歩行中 自動車乗車中 二輪車乗車中 自転車乗用中 その他

2020年

(1,002) (882) (526) (419) (10)
(2,839人)

65歳
以上
74%
(743)

65歳
未満
26%
(259) 416

166

65歳以上

65歳未満

66
42 40

16 7 1 0
16 16

34 27
12

52

10 4 11 2 10 4

212

0

50

100

150

200

250

横
断
違
反

信
号
無
視

通
行
区
分

酩
酊
等

踏
切
不
注
意

路
上
作
業

飛
出
し

路
上
遊
戯

そ
の
他
違
反

違
反
不
明

65歳以上 65歳未満

mailto:senryaku1-ml@gendai.co.jp

